
Japan Society of Exercise and Sports Physiology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Exeroise 　and 　Sports 　Physiology

54．質問紙形式に よる高齢者向け運動能力指標の開

　発

　　○衣 笠　隆 （筑 波 大 学 医 療 技 術 短期大学部），長崎

　　浩 （東京 都老 人総 合研 究 所）

旧 的】高齢者の 身体機能を評価するため に，パ

フ ォ
ーマ ン ス テ ス トが 多 く用 い られ て い る 。 ．しか

し，パ フ ォ
ー

マ ン ス テ ス トは多 くの時間を要する，

道具を必要 とす るな どの 欠点がある 。 そ こ で，本研

究は 地域 に在住する多数の 高齢者 の 身体機 能を簡易

に評価する ため に，パ フ ォ
ー

マ ン ス テ ス トと相関 が

高 く，か つ ，同程度の妥当性を有する質問紙形式に

よる運動能力指標を開発するため に実施 した 。 こ の

た め に ，
パ フ ォ

ーマ ン ス テ ス トと比較 しなが ら運動

能力指標 の 構造 ， 信頼性，妥当性を明 らか に した。

【方法】
「
中年 か ら の老化予 防総合的長期追跡研

究」 の
一環 として ，秋田県南外村に在住する高齢者

の 82％ （990人 ：年齢65−92歳）に 運動能力指標 （14

項 目），健康度自己評価，慢性疾患 ，
ス ポ ー

ッ 活動

の 面接 聞 き取 り調査を実施 した 。そ の 内791人はパ

フ ォ
ーマ ン ス テ ス ト （握 力，歩行，片足立ち ， 指

タ ッ ピ ン グ）を完了 した 。

【結果 と考察】運動能力指標 に対す る 2 次共分散構

造分析 の 結果 ，
モ デ ル の 適 合 度 は 高 く （GFI −

O．93），運動能力指標 は仮定 した移動性，筋力，バ

ラ ン ス よ り構成され ，各因子 は仮定 した運動能力に

高い 因子負荷 （O．82以上） を示 した 。 運動能力指標

の信頼性は共分散構造分析の 因子得点 と運動能力指

標 の 相関 （r ＝ O、92）， 内的整合性 （α ＝092），テ ス

ト
ー

再 テ ス トの 信頼性係数 （ICC　・＝　O．92） に よ り得

た。運動能力指標は得点化したパ フ ォ
ーマ ンス テ ス

トと有意 な相関 （r ＝ 0．59＞を示 し
，

パ フ ォ
ー

マ ン

ス テ ス ト得点の 分散は運動能力指標，年齡，性，身

長に よっ て57％説明され た。運動能力指標は加齢 と

と もに低下 し， 女性 の 方が 男性よ り低 くな っ た 。 運

動能力指標は パ フ ォ
ーマ ン ス テ ス トと同等に健康度

自己評価 ， 慢性疾患 ，
ス ポー

ッ 参加を予測する こ と

が で きた 。

　以上 の 結果 よ り， 運動能力指標 は信頼性が高 く，

か つ
，

パ フ ォ
ーマ ン ス 尺度と同等に妥当性が ある の

で
， 地域 に在住す る多数の 高齢者の 身体機能を簡易

に評価す るため のパ フ ォ
ーマ ン ス 尺度に代わる有用

性があると言える。
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【目的】同
一筋で あ っ て も筋収縮方向の 違 い に相応

して 生成 される運動指令には差異がある もの と考え

られる 。 そ こ で，中枢 の 運動指令 の み を駆動する と

考えられ る 「
運動イ メ ージ想起法」 を用 い て

， そ れ

が 経頭蓋的磁気刺激 に より誘発 される運動誘発電位

（MEP ＞に どの ように反映され るかを検討 した。

【方法】被験者は，健康な右利 き成人12名を対象と

した 。 被験者に は実験の 目的を説明し，同意を得て

行 っ た 。対象と した筋は，示指 （人指 し指）の 屈曲

と外転運動に主に関与する第 1 背側骨間筋 （FDI）

で あ っ た 。 運動イ メ ージ 課題 は，左右の示指の屈

曲，外転，伸展運動を最 大収縮で 行うこ とをイ メ
ー

ジさせた 。 MEP は， 磁気刺激装置 （MAGSTIM −200）

を用 い て 導 出 した。磁 気刺 激 強度 は，安静時の

MEP 閾値の 強さを用 い ，それ ぞれ の 運 動イ メ ージ

想起の 条件下 で 10試行つ つ を記録 した 。

【結果と考察】同
一一

筋の 収縮方向 の 違 い が，経頭蓋

的磁気刺激に よ り誘発 さ れ る MEP に，どの よ うに

反映される か に つ い て検討した 。 そ の結果 ， 左右ど

ち らの 示指に お い て も屈曲．外転，伸展運動の 順 に

MEP の 振 幅値 は有意 に大 き くな っ た 。
こ の 結 果

は，同 じ筋であ っ て も筋収縮の方向が 異なれば，そ

の 違 い に 相応 して 中枢か ら脊髄運動 ニ ュ
ーロ ン ・

プール へ の 運動指令に 違 い が存在す る こ と を示 して

い た 。 また，実際 に最大 の 筋収縮 を行 わ せ 筋放電量

を検討 した結果 ， 示指の 屈曲，外転，伸展運動 の 順

に 筋放 電量 は多 く， 筋放電量 に依存 した MEP 振幅

値の変化と考え られた 。 さらに，それぞれ の 運動イ

メ
ー

ジ課題遂行中 の 閾値に つ い て 検討 した結果，示

指の 屈 曲 ， 外転 ， 伸展運動 の 順 に 閾値は低 く，同
一・

筋の収縮方向の違い は閾値の違 い として反映 して い

た 。

　脳内 の 運動イ メ
ージ の 想起 に は 左右差が あ る こ と

が指摘 され て い る。こ の 点 を検討 した結果，左示指

よ りも右示指 の MEP 振幅値 の 方が有意に大きく，

運動イ メ ージの想起 に は左右大脳半球問に機能的差

異が存在する こ とが示唆 され た 。
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